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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 90.0 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

m3/s H22 H27

ｍ H24 H27

ｍ H24 H27

都道府県名 神奈川県 横浜市 横浜駅周辺地区（第２期）

計画期間 交付期間 27

・横浜駅周辺にふさわしい治水安全度を確保する。
・歩きやすく、わかりやすい歩行者空間の創出を図る。
・交差点混雑の解消

　横浜の中心に位置する横浜都心は、開港の地であり、古くからの都心であった関内、多くの鉄道が乗り入れるターミナルとして、その後急速に発展してきた横浜駅周辺と、この２つの都心をつなぎ、港の特性を活かしながら、新たな都心空間として形成さ
れたみなとみらい２１の３つのエリアから構成されています。みなとみらい２１の整備進展により、この３つのエリアの一体化が進み、商業、業務、文化機能等が集積する首都圏有数のエリアとして、その集積を活かした新たなまちづくりの段階を迎えていま
す。
　横浜都心にあって、６社９路線の鉄道が乗り入れ、１日に延べ約２００万人の乗降客数がある首都圏有数のターミナルである横浜駅周辺は、横浜都心の核であるとともに、首都圏の中での東海道軸における重要な拠点です。しかし、まちとして自然災害
に対する脆弱性を抱えていることや、都市活動に必要となる道路などの基盤が不足していることなどから、その機能を十分に発揮できていないとともに、災害時には、首都圏全体の機能に大きな影響を与える可能性を抱えています。本地区のような大都
市中心部の既成市街地においては、治水安全度の更なる向上を図るためにも河川、下水、道路、鉄道、再開発等のまちづくりを一体的に扱わねばなりません。建物の更新時期にあわせて、課題解決に取組む必要があります。また、海と川に接している
本地区は、地球温暖化に伴う海面上昇や台風大型化の影響を直接被る可能性が高く、防災上の対策と同時に、地球環境への貢献も欠かせません。特に環境への取組みについては、首都圏の大都市で唯一、環境モデル都市に選定された横浜市の象
徴として、日本あるいは世界を先導する役割が求められています。
　これらを踏まえ、開港から150周年の大きな節目を迎える横浜が、今後も日本の首都圏機能を維持、強化する役割を担い、独自の魅力を発揮し、世界の中で確固たる「横浜ブランド」を確立し、日本を代表する都市として、持続的に発展できる環境を実
現するために、開港150周年の平成２１年にとりまとめた計画「エキサイトよこはま２２」の実現に向けて取り組んでいきます。

・横浜駅周辺が国際都市にふさわしい魅力の向上を図り、アジアを中心とした国際交流拠点として不足している機能を充実させるとともに、羽田空港の国際化に対応した交通アクセスや乗換利便性などの駅機能の強化を図っていく必要がある。
・横浜駅周辺は緑地も少なく、深刻な駅周辺の交通渋滞など、あるいはエネルギー効率の低さやヒートアイランド現象などの環境負荷が顕在化しており、まちの機能更新を契機に「環境モデル都市」にふさわしい潤いのある環境づくりを進める必要があ
る。
・首都圏有数の拠点である横浜の玄関口にふさわしい、来街者や観光客などをひきつける魅力的空間、横浜らしさを感じさせる景観が不足している。
・横浜駅周辺は首都圏有数の商業機能集積地区であるにもかかわらず、ゆとりある歩行環境が不足している。駅東西を移動する際には、地下街と駅の地下通路の接続部のアップダウンなどで円滑な人の流れが妨げられ、不便さとともに混雑を高める原
因にもなっている。
・駅周辺の道路には駅前商業施設等への自動車の集中や通過交通の流入により、慢性的に交通渋滞が発生している。そのため、公共交通の定時制や速達性が損なわれている。
・横浜駅周辺を特徴づけている河川などの地域資源については、十分に活用が図られているとは言い難く、個性的・魅力的な親水空間を活かしたまちの魅力向上などへの期待も高まっている。
・横浜駅周辺には、老朽化した建物が数多く見られ、建物更新、改善による地震に対する安全度の向上が求められている。
・海や川への近接性・駅東西の地下街の発達等の地区特性を有した首都圏の枢要な拠点であるため、浸水時の被害が甚大となる恐れがあり、浸水に対するまちの安全度向上が求められている。さらに、大震災の発生時などににおいて、駅周辺の滞留
空間の圧倒的不足や災害情報を提供する手段の不足などにより、被災者の避難や帰宅に混乱が生じ、地域の復旧に支障となる。

・地球環境への取組みや機能集積等による情報発信力、優れた交通アクセス、災害安全度や治安のよさなど、世界の人々から選ばれる機能と性能を備えた横浜都心の玄関口にふさわしい国際競争力を持ったまち
・まち全体がユニバーサルデザインに配慮され、全ての人にとって、また車にとっても快適で、まちの中に印象的な空間があり、いつ来ても心が満たされる豊かな時間を過ごせるまち
・まちに関わる人が主役となり、考え、つくり、育て、みんなが自慢したくなる、ブランド力をもったまち

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

横浜駅周辺地区の治水安全度の
向上

鶴屋橋の架替えによる帷子川分水路の流量の増加
横浜駅周辺において、就業者や来街者、観光客が安心して過ごす
環境を整備するため、河川の治水安全度向上を図る

260m3/s 350m3/s

河積阻害の解消
大雨降雨時における橋りょう付近からの溢水を防ぐため、桁下高さ
を確保し、治水安全度向上を図る。

桁下高さ(T.P.)1.0ｍ 桁下高さ(T.P.)2.3ｍ以

交差点の渋滞長 交差点の渋滞長の減少

慢性的に渋滞している交差点の改良を行い、渋滞長を縮減させる

200ｍ 150ｍ



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・駅を中心に東西を一体的かつ円滑に移動・回遊できる歩行者ネットワークの整備を行うため、駅直近部における地上、地下レベルで構成される立体的
な歩行者ネットワークを構築する。

・横浜駅西口地下街回遊空間形成事業【（参考）関連事業】
・横浜駅西口駅前広場改修整備事業【（参考）関連事業】

方針に合致する主要な事業
・洪水時に河川から溢水することのないよう、河川の治水安全度の向上を図る。

・鶴屋橋は１日に約５万人以上の歩行者が通行しており、常に混雑している状況。
・将来は、約８万人が通行する予定で、現況の歩道幅員５ｍでは不足する。
・鶴屋橋の周辺は上空の首都高速道路のために魅力ある空間整備ができていない。
・地元からは、鶴屋橋の架け替えや周辺の魅力ある空間整備について強い要望があげられている。
・鶴屋橋は、竣工が昭和３０年であり老朽化が進んでいる。
・過去に地元調整や施工の困難性から頓挫した経緯がある。
・エキサイトよこはま２２において、即座に解決すべき重要課題の一つに位置付けられている。
【対応策】
・地元の理解を得るために、架け替えだけでなく、魅力的なまちづくりの計画を提案する。
・鶴屋橋を架け替えて、河川上の橋脚を撤去すること。
・また、架け替えの際、歩道幅員を拡幅するとともに、橋梁のデザインや首都高桁下に照明を導入するなど工夫して、魅力ある空間を創出する。
・幸川の河積阻害の要因となる内海橋の桁を、計画高水位（T.P.2.3ｍ）以上にかさ上げする。

・鶴屋橋架替え

・慢性的な渋滞が生じる交差点の渋滞長を縮減させる。 ・岡野交差点改良



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路 横浜市 直 L=25m,W=15m H22 H27 H23 H27 1,400 1,400 1,400 1,400

横浜市 直 L=450m,W=27m H25 H27 H25 H27 95 95 95 95

公園
河川
下水道
駐車場有効利用システム

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
人にやさしいまちづくり事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 1,495 1,495 1,495 1,495 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0
0
0
0
0
0

合計 0 0 0 0 …B
合計(A+B) 1,495

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
横浜市 国土交通省 延長約35ｍ ○ H26 H30 110
横浜市 国土交通省 歩道拡幅 ○ H26 H30 3,626

合計 3,736

交付対象事業費 1,495 交付限度額 672.7 国費率 0.45

細項目 うち民負担分
鶴屋橋架替え 0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

岡野交差点改良

地域生活基盤施設

都市再生交通拠点整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
地域創造
支援事業

事業活用調
査

0

まちづくり活
動推進事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

国際競争拠点都市整備事業 横浜駅西口地下街回遊空間形成事業

国際競争拠点都市整備事業 横浜駅西口駅前広場改修整備事業



都市再生整備計画の区域

　横浜駅周辺地区（第２期）（神奈川県横浜市） 面積 90.0 ha 区域 横浜市西区、神奈川区

横浜駅周辺地区（90.0ha）

横浜駅

国道15号

国道16号

国道1号

N

S=1：15000
0 250m



横浜駅周辺地区の治水安全度の向上 （河川流量） 260m3/s （22年度） → 350m3/s （27年度）

交差点の渋滞長の減少 （延長） 200m （24年度） → １５０m （27年度）

　横浜駅周辺地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

・横浜駅周辺にふさわしい治水安全度を確保する。
・駅を中心に東西を一体的かつ円滑に移動・回遊できる歩行者ネットワークの整備を行う。
・歩きやすく、わかりやすい歩行者空間の創出を図る。
・平成21年に取りまとめた計画「エキサイトよこはま２２」の実現に向けて、更なる具体化を行
う

代表的
な指標

N

S=1：15000
0 250m

■基幹事業
きた東口自転車駐車場

■基幹事業
案内サイン整備

■基幹事業
きた東口歩行者広場

■基幹事業
鶴屋橋架替え

■基幹事業
西口地下中央通路接続事業

都市再整緊急整備地域
横浜駅周辺地区エリア

□提案事業
エキサイトよこはま２２計画推進

N

S=1：15000
0 250m

■基幹事業
鶴屋橋架替え

都市再整緊急整備地域
横浜駅周辺地区エリア

■基幹事業
岡野交差点改良

【関連事業】横浜駅西口地下
街回遊空間形成事業

【関連事業】横浜駅西口駅前
広場改修整備事業


